
◇ ◇ ◇ プログラム ◇ ◇ ◇

13:00 主催者挨拶・趣旨説明

13:10 【第１部】実践的な調査・活動の事例報告

1)「沖縄の PFAS 汚染：情報アクティビズムの面から」 資料 p.5-13

河村雅美（インフォームド・パブリック・プロジェクト 代表）

2)「北海道における PFAS 汚染への取り組みの現状と今後の課題」 p.15-24

藤原寿和（化学物質問題市⺠研究会 代表、高木基金 顧問）

3)「市⺠による PFAS 調査のための分析基盤の構築」 p.25-38

（高木基金 2023 年度助成研究）

原田浩二（京都大学大学院医学研究科 准教授）

15:00 【第２部】問題提起・ディスカッション

＜問題提起＞

1)「PFAS 汚染の現在地」 p.39-46

諸永裕司（元朝日新聞記者、フリージャーナリスト）

2)「出口に向けた課題」 p.47-54

高橋雅恵（多摩地域の PFAS 汚染から命と健康を守る連絡会 世話人）

3)「PFAS 問題をめぐる政策課題」 p.55-59

中下裕⼦（ダイオキシン環境ホルモン対策国⺠会議 代表、高木基金 監事）

＜ディスカッション＞

パネリスト：河村雅美、藤原寿和、諸永裕司、高橋雅恵、中下裕子

コーデーネーター：寺田良一（明治大学名誉教授、高木基金 理事）

16:30 まとめ



市⺠科学公開フォーラム 開始趣旨

⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦（⾼⽊基⾦）は、2000 年 10 月に死去した高木仁三郎の遺志に

基づいて 2001年に設⽴され、仁三郎が⽬指した「市⺠科学」の考え⽅に基づいて、現代の

科学技術や社会政策の負の側面に焦点をあてた調査研究活動への助成を行ってきました。

設立からの 2024 年度までの助成実績は、国内およびアジアの個人・グループに対して合

計 472 件、助成総額は 2 億 5019 万円となりました。これまでの助成事業の原資は、すべ

て⾼⽊基⾦の趣旨に賛同し、⽀援してくださる⼀般の市⺠からの会費や寄付で賄われてき

ました。

2022 年からは、高木基金の助成研究に限定せず、社会的に重要な問題に関する調査研究・

分析等の実践的な取り組みについて、「市⺠科学」の観点から議論を深める場をつくりたい

との問題意識のもとに「市⺠科学公開フォーラム」を開催してきました。2022 年のフォー

ラムではリニア中央新幹線、大深度地下開発問題をとりあげました。2023 年は水の安全を

テーマとして、ネオニコチノイド農薬と PFAS 汚染の問題に焦点を当てました。

これにつづき、今回の「市⺠科学公開フォーラム」では、ますます広がりを見せている

PFAS 汚染の問題について、第１部で各地での取り組みを紹介し、第２部でこの問題をどの

ようにとらえ、どのように対応していくか、議論を深めたいと考えています。解決の糸口

が見えにくい課題を俯瞰的にとらえ、参加者のみなさんとともに意見交換することを通じ

て、今後の新たな取り組みへのきっかけになればと考えています。

⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦ 事務局⻑ 菅波 完

発表者・パネリストプロフィール

河村 雅美（かわむら まさみ）

一橋大学博士課程博士修了。博士（社会学）。The Informed-Public Project 代表。琉球大学・沖縄国際

大学非常勤講師。2008年から沖縄の基地環境問題に関わる。前所属団体、沖縄・⽣物多様性市⺠ネット

ワークで沖縄の枯れ葉剤問題に取り組み、基地汚染問題を専門とする。2016 年、「知る力」を育むため

のNGO、The Informed-Public Project(IPP)を設立。情報公開制度や情報公開法（FOIA）等を用いた調

査報道的な手法で、メディアと連携しながら PFAS 問題を始めとする基地問題等の透明性、説明責任を

追及している。第 1 回ジャーナリズムＸ（エックス）アワード Z 賞(2020年)受賞。沖縄タイムス「エキ

スパート Eye」のエキスパートを務めアドボカシー活動も展開中。IPP サイト https://ipp.okinawa/

藤原 寿和（ふじわら としかず）

早稲田大学理工学部応用化学科卒業後、東京都職員として 40 年間、環境公害産業保安行政に携わる。

廃棄物処分場問題全国ネットワーク、止めよう！ダイオキシン汚染・東日本ネットワーク、有害化学物

質削減ネットワーク、化学物質問題市⺠研究会、ダイオキシン・環境ホルモン対策国⺠会議、⽇台油症

情報センターなどで活動。幼少期に広島で育ち、原爆の放射能汚染の酷さを知ったことが活動の原点。

福島原発事故が起きてからは、原発問題と化学物質による水汚染や大気汚染と健康被害をなくすことを

ライフワークとしている。⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦ 顧問。



原田 浩二（はらだ こうじ）

京都大学薬学部卒業。2007 年に京都大学博士（社会健康医学）。同年、京都大学大学院医学研究科助教

に採用。2009 年に准教授に昇任し、現在に至る。2023年、環境省 PFASに対する総合戦略検討専門家

会議委員に任命される。2002 年から京都大学の小泉昭夫教授（現名誉教授）の研究室で PFAS の環境

調査、バイオモニタリング、化学分析法の開発に携わってきた。近年、沖縄県や東京・多摩地区、大阪

など各地の PFAS 汚染地域での調査に取り組む。

諸永 裕司（もろなが ゆうじ）

1993 年、朝日新聞社入社。「週刊朝日」編集部、「AERA」編集部、社会部、オピニオン編集部、特別報

道部などに所属。奨学金、生活保護、冤罪のほか、アフガニスタン戦争、イラク戦争、安楽死などで海

外取材も。2023 年に退社後、フリー。 SlowNews（https://slownews.com/m/mf238c15a2f9e）で「PFAS

ウオッチ」を連載中。著書に『消された水汚染 「永遠の化学物質」PFOS・PFOAの死角』（平凡社新

書）『沖縄密約 ふたつの噓』（集英社文庫）『葬られた夏 追跡・下山事件』（朝日文庫）、共編著に「筑

紫哲也」（週刊朝日MOOK）。沢木耕太郎著『杯 <カップ>』（新潮文庫）のもととなる連載「コリア・ジ

ャパン漂流記」を企画・編集。

高橋 雅恵（たかはし まさえ）

早稲田大学商学部商学研究科修了（経営管理修士）。居住地域で PFAS 汚染に直面したことをきっかけ

に、「多摩地域の有機フッ素化合物汚染を明らかにする会（現：多摩地域の PFAS 汚染から命と健康を

守る連絡会）」の事務局、世話人として、多摩地域での血液検査、地下水・表層水・土壌調査などに関わ

る。PFAS 汚染が次世代に与える健康影響を知り、未来の子供達がツケを払うような事態をどう回避し

てゆくのか考えつつ、この問題に向き合っている。

中下 裕子（なかした ゆうこ）

京都大学法学部卒業。1979 年より弁護士。コルボーンら著『奪われし未来』（翔泳社）を読み、化学物

質が生体のホルモンをかく乱し、子どもの発達・健康に重大な影響を及ぼしかねないことを知り、1998

年に 158 名の女性弁護士、50 名の学際的専門家とともに、予防原則に基づく有効な対策の提言活動を

⾏うことを⽬的とする「ダイオキシン・環境ホルモン対策国⺠会議」を設⽴し、事務局⻑に就任。2017

年からは代表を務め、現在に⾄る。⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦ 監事

寺田 良一（てらだ りょういち）

明治大学名誉教授(環境社会学)。特定非営利活動法人有害化学物質削減ネットワーク(T ウォッチ)副理

事⻑。研究テーマは、環境正義論、環境リスク社会論。佐賀⼤学在任中に⽔⽥除草剤 CNP の汚染調査、

都留文科大学在任中に多摩地域の地下水水道水源の有機溶剤汚染問題に関わり、その後、PRTR情報を

市⺠に広める Tウォッチの活動に参加してきた。⾼⽊仁三郎市⺠科学基⾦ 理事。
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高木基金助成研究 成果報告資料

【調査研究の概要】

フッ素原子を含む有機化合物のうち、難分解性を示すフッ素化アルキル化合物 PFAS による環境汚染、

ヒト曝露について近年、注目が高まっている。泡消火剤の使用された基地、またフッ樹脂製造工場の近

隣で地下水汚染を引き起こし、その結果、飲料水や農作物の汚染から地域住民の人体へ蓄積が見られて

おり、健康リスクが示唆される濃度で検出されている。地域で生活する市民の視点での調査が求められ

る。PFAS の化学分析は一定の方法が確立してきているが、実施できる機関は限られており、営利検査機

関への委託費用も 1 件数万円以上と高額である。市民自ら PFAS の実態を明らかにするためには PFAS

分析を低廉で行うことができる機関を増やすことである。この調査研究では市民が主導する、PFAS 汚染

が懸念される地域での血液検査、水質検査を支援し、また営利を目的としない機関への PFAS 分析法の

技術移転を進め、国内のネットワークで調査、分析の経験を共有する仕組みを目指した。

水道汚染が発覚した岐阜県各務原市での自衛隊岐阜基地周辺での河川調査、血液調査、岡山県吉備中

央町の血液検体の分析、フッ素樹脂工場のある静岡県静岡市三井ケマーズ工場周辺での水質調査、愛知

県豊山町の自衛隊小牧基地周辺での水質調査、東京多摩地域の地下水調査、青森県三沢市での水質調査、

半導体工場が立地する三重県四日市市での水質調査、地下水汚染が発覚した熊本県熊本市での水質調査、

大阪府で、摂津市の他の複数の市町での血液調査への分析協力を行った。また静岡県浜松市での自衛隊

浜松基地周辺、神奈川県相模原市での魚類調査を行い、汚染のある水域での魚類摂取のリスクを検討し

た。さらにガスクロマトグラフィー質量分析計を用いて水試料を分析する取り組みの結果をまとめた論

文を投稿した。

会 計 報 告 書 の 概 要 （単位：千円） 充当した資金の内訳（単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

機材・備品費
ガスクロマトグラフィー用カラム

測定用試薬、実験用器具、文具
449 449 0 0

通信費 レターパック 1 1 0 0

合 計 450 450 0 0

助成先名 原田 浩二（京都大学大学院医学研究科）

助成金額 45 万円

連絡先など harada.koji.3w@kyoto-u.ac.jp

助成のテーマ 市民によるPFAS調査のための化学分析基盤の構築
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Emerging chemical risks in Europe — ‘PFAS’— European Environment Agency 

Sources: US National Toxicology Program, (2016); C8 Health Project Reports, (2012); 
WHO IARC, (2017); Barry et al., (2013); Fenton et al., (2009); and White et al., (2011). 
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(ご参考：高木仁三郎市民科学基金 役員・事務局一覧)

● 理事会

代表理事 河合 弘之 弁護士、さくら共同法律事務所 所長

代表理事 高木 久仁子

理事 鈴木 譲 元 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

理事 竹本 徳子 元 国際 NGO ナチュラル・ステップ・ジャパン 代表

理事 寺田 良一 明治大学名誉教授

理事 永田 浩三 ジャーナリスト、武蔵大学社会学部 教授

理事 平川 秀幸 大阪大学 CO デザイン・センター 教授

理事 藤井 石根 明治大学 名誉教授

理事 細川 弘明 京都精華大学名誉教授、原子力市民委員会 事務局

理事 吉森 弘子 元 生活協同組合パルシステム東京 理事長

理事 菅波 完 高木基金 事務局長

理事 村上 正子 原子力市民委員会 事務局長

監事 中下 裕子 弁護士、ダイオキシン環境ホルモン対策国民会議 代表理事

監事 濱口 博史 弁護士、濱口博史弁護士事務所

● 選考委員 (五十音順)

藍原 寛子 氏 ジャーナリスト

安藤 直子 氏 東洋大学理工学部応用化学科 教授

宇田 和子 氏 明治大学文学部 准教授

佐藤 秀樹 氏 江戸川大学社会学部 准教授

玉山 ともよ 氏 有機農業、丹波篠山市原子力災害対策検討委員

● 顧問（順不同）

小野 有五 氏 高木基金 2002～2007 年度 選考委員

北星学園大学経済学部教授、北海道大学名誉教授

長谷川 公一 氏 高木基金 2006～2011 年度 選考委員

尚絅学院大学大学院特任教授､東北大学名誉教授

大沼 淳一 氏 高木基金 2007～2012 年度 選考委員

元 愛知県環境調査センター 主任研究員

藤原 寿和 氏 高木基金 2007～2012 年度 選考委員

化学物質問題市民研究会代表

貴田 晶子 氏 高木基金 2012～2015 年度 選考委員

高木基金 愛媛大学農学部環境計測学研究室 客員教授

福山 真劫 氏 高木基金 2003 年 2 月～2016 年 5 月 理事

フォーラム平和・人権・環境 代表

堺 信幸 氏 高木基金 2001 年 9 月～2015 年 6 月 理事、2015 年 6 月～

2019 年 6 月 監事 元岩波書店 編集者

上田 昌文 氏 高木基金 2013 年度～2018 年度 選考委員

特定非営利活動法人市民科学研究室 代表

大久保 規子 氏 高木基金 2013 年度～2018 年度 選考委員

大阪大学大学院法学研究科 教授

小澤 祥司 氏 環境ジャーナリスト、飯舘村放射能エコロジー研究会 共同世話人

2015 年度～2020 年度 高木基金選考委員

関 礼子 氏 立教大学社会学部現代文化学科 教授

2016 年度～2021 年度 高木基金選考委員

原田 泰 氏 特定非営利活動法人霞ヶ浦アカデミー 理事

2017 年度～2022 年度 高木基金選考委員

● 事務局

菅波 完 事務局長、国内担当プログラムオフィサー

村上 正子 アジア担当プログラムオフィサー、原子力市民委員会 事務局長

山本 恭子 総務・経理担当



高木基金の助成金は、会員や寄付者の皆様からのご支援に

支えられています。ぜひ高木基金の会員になって、将来の

「市民科学者」を応援して下さい。

維持会員会費 年間 10,000 円

賛助会員会費 年間 3,000 円

ご寄付の金額は、おいくらでも結構です。

会費・寄付の振込口座（郵便振替）

口座番号 00140-6-603393

加入者名 高木仁三郎市民科学基金

※ 銀行からの送金の場合

ゆうちょ銀行 ０１９店 当座 0603393

高木基金は、東京都の承認を受けた認定 NPO 法人です。

高木基金へのご支援（維持会費・賛助会費・寄付）は、

寄附金控除等の税制優遇の対象となります。




